
1．は じ め に

レントゲンによる X 線の発見（1895 年）から約 120
年，ハウンズフィールドによる CT の発表（1972 年）
から約 45 年が経過した．また医用画像管理サーバ
（PACS）の普及により，過去画像との比較・定量化・
統計分析・院外との情報共有といった情報の新しい見方
ができるようになった(1)．更に 100 年後には，生まれて
から死ぬまでの医用画像やライフログが全て利用可能な
個人が多数派となり，また全世界の大多数の匿名化され
た生体画像を含む健康情報が利用可能になると考えられ
る．そのような世界観の下，医用画像研究会が取り組む
課題や抱負について今後 10～20 年をターゲットに考察
する．

2．医用画像研究のこれからの課題

マルチスケール：「医用画像内の異常な部位を見つけ
出す」という画像診断支援の研究においては，異常部位
の特徴を数理的にモデリングした上で，正常部位（雑
音）の中から異常部位という信号を見つけ出すという枠
組みで研究が進められてきた．この信号と雑音の関係を
逆転させ，正常な人体を丸ごと数理的にモデリングし理
解した上で，異常部位を検出・鑑別するという枠組みで
の研究が現在進められている(2)．正常な人体の数理モデ
リングとその利活用にあたっては，個体差の数理表現だ
けでなく，104 スケールにわたる画像認識・レジスト
レーション・微小構造理解・生理機能推定など種々の課
題があり，今後も精力的に研究が進められていくと考え
られる．詳細は文献(3)を参照されたい．

ヘルスケアサービス：全人類・全生涯の健康情報・医
用画像が，ネットワークを通じて API をコールするだ
けでストレスなくハンドリングできる時代はそう遠くな
いと予想される．医療・臨床医学・公衆衛生に貢献する
だけでなく，暮らしを豊かにするヘルスケアサービスと
しての社会実装を見据えての，情報共有・認証・プライ
バシー保護・医療経済・生物統計といった分野と連携し
た医用画像研究が進められていくと考えられる．

コミュニケーション：従来の社会制度としての医療福
祉の枠組みから，個人が自身の健康情報を活用しての自
助努力による健康寿命延伸への転換が進むと予想され
る．そのためには健康情報・医用画像を人工知能に入力
し結果を受け取るだけでは不足であり，分析結果をより
分かりやすく伝えるコミュニケーション支援技術の発展
が欠かせない．グラフィックス・複合現実感・知識工
学・認知工学といった分野と連携した医用画像研究が進
められていくと考えられる．
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